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新市長の施
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かたの市議会だより（2）

議会のあらまし
おりひめちゃん

星のあまん

第３回議会（定例会）が
開かれました

令和４年

　

第
３
回
議
会
は
、
10
月
３
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で
の
30
日
間

を
会
期
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
初
日
は
、
市
長
の
所
信
表
明
の
後
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
「
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
２
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
選
挙
を
皮
切
り
に
、
副
議
長
、
監
査

委
員
（
議
会
選
出
）、
各
委
員
会
の
委
員
、
派
遣
委
員
な
ど
を

選
出
し
、
５
日
に
は
新
体
制
（
下
表
）
で
の
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

５
日
か
ら
本
格
的
な
議
案
審
査
が
始
ま
り
、
５
件
の
報
告
案

件
を
受
け
た
後
、
１
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
専
決
処
分
事
項
報
告
（
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
）」
な
ど
８
議
案
を
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
、

「
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」

な
ど
10
議
案
を
都
市
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

10
月
17
、
18
、
19
日
に
は
、
市
政
全
般
に
対
す
る
一
般
質
問

（
３
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
行
い
ま
し
た
。
17
日
の
一
般
質
問

開
始
前
に
は
、
追
加
上
程
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）」
を
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
、「
令
和
４

年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」
を
都
市
環
境
福

祉
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
11
月
１
日
に
は
、
２
常
任
委
員
会
か
ら
の
付
託
案
件

の
審
査
報
告
後
、
付
託
さ
れ
て
い
た
案
件
の
う
ち
、
５
つ
の
決

算
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」
を
修
正
可
決
、
そ
の
他

す
べ
て
の
議
案
を
承
認
、
認
定
ま
た
は
可
決
し
ま
し
た
。
最
後

に
、「
議
員
の
派
遣
」
並
び
に
議
会
運
営
委
員
会
及
び
２
常
任

委
員
会
の
「
所
管
事
務
調
査
」
を
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
第
３
回
議
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
会
議
の
結
果
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

議　長：友井　健二　　　副議長：臼口　誠二　　　監査委員（議会選出）：中谷　政人
委員会名 委員長 副委員長 委　員

議会運営委員会 野口　陽輔 岡田　伴昌 藤田　茉里・三浦美代子

総務文教常任委員会 久保田　哲 伊﨑　太陽 臼口　誠二・北尾　　学・皿海　ふみ・中谷　政人
松村　紘子

都市環境福祉常任委員会 三浦美代子 岡田　伴昌 藤田　茉里・片岡　弘子・松本　直高・野口　陽輔
友井　健二

■議会の役員と各委員会の委員

■議会選出の派遣議員・委員

四條畷市交野市清掃施設組合議会 伊﨑　太陽・藤田　茉里・三浦美代子・松村　紘子・松本　直高
野口　陽輔

北河内４市リサイクル施設組合議会 皿海　ふみ・久保田　哲

東部大阪治水対策促進議会協議会 岡田　伴昌・中谷　政人・片岡　弘子

片町線複線化促進期成同盟会 野口　陽輔・友井　健二

交野市都市計画審議会 伊﨑　太陽・北尾　　学・三浦美代子・松村　紘子・松本　直高

交野市基本構想審議会 岡田　伴昌・藤田　茉里・中谷　政人・片岡　弘子・久保田　哲



かたの市議会だより（3）

一般質問（令和４年第３回議会定例会）

枯
渇
が
想
定

さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
改
善

し
て
き
た
財

政
状
況
が
後

退
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

市
役
所
の
移
転
に
つ
い
て

問　

市
役
所
の
移
転
を
箱
も
の
行
政
と

批
判
し
、
移
転
さ
せ
ず
に
耐
震
化
す
る

こ
と
は
、
財
政
健
全
化
に
逆
行
す
る
と

考
え
る
。
市
役
所
を
耐
震
化
し
て
こ
の

ま
ま
使
え
ば
20
年
～
30
年
使
え
て
10
億

円
で
済
む
と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
、
青

年
の
家
は
ど
う
す
る
の
か
。
市
庁
舎
の

老
朽
化
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
青
年

の
家
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
費
用
や
そ

の
た
め
の
補
修
費
、
さ
ら
に
は
老
朽
化

の
補
修

費
用
な

ど
一
切

含
ま
れ

て
い
な

い
。
庁

舎
を
移

転
せ
ず

こ
の
ま

公 

明 

党

中谷　政人

三浦美代子

友井　健二

会
派
無
所
属�

松
本　

直
高

問　

第
２
京
阪
道
路
沿
道
整
備
構
想
用

地
と
し
て
１
２
９
億
円
借
金
し
て
土
地

購
入
利
息
36
億
円
。
毎
年
元
金
と
利
息

で
約
７
億
円
を
払
っ
て
い
る
。
市
長
の

考
え
る
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
と

は
？

答　

過
去
の
負
債
は
基
金
を
活
用
し
て

一
掃
す
る
こ
と
が
財
政
の
健
全
化
だ
と

考
え
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に

公
共
事
業
、
建
物
建
設
等
に
つ
い
て
は

再
考
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

土
地
開
発
公
社
の
負
債
が
一
掃
さ

れ
る
こ
と
は
大
賛
成
だ
が
、
売
れ
て
も

簿
価
の
約
５
分
の
１
、
ま
し
て
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
の
買
戻
し
に
は
賛
成
し

か
ね
る
。

答　

売
却
代
金
分
は
基
金
に
繰
り
入
れ

る
。
将
来
負
担
比
率
が
減
少
す
る
と
思

料
さ
れ
る
。
さ
ら
に
基
金
を
取
り
崩
す

覚
悟
を
市
民
に
示
し
た
い
。

意
見　

基
金
を
も
取
り
崩
せ
ば
、
将
来

経
常
的
な
財
源
不
足
に
な
り
、
基
金
の

ま
使
う
ほ
う
が
財
政
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
が
根
拠
が
不
適
切
だ
と
思
う
が
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
い
き

い
き
ラ
ン
ド
で
１
０
０
億
円
な
ら
40
年

間
使
用
す
る
と
す
れ
ば
年
間
２
億
５
千

万
円
、
一
方
で
現
市
庁
舎
を
耐
震
化
し

て
利
用
す
れ
ば
20
年
間
で
10
億
円
な
ら

年
間
コ
ス
ト
は
５
千
万
円
で
済
む
。

意
見　

１
０
０
億
円
の
市
庁
舎
は
何
の

話
か
、
１
０
０
億
円
に
届
き
そ
う
だ
か

ら
、
前
市
長
が
見
直
し
を
指
示
さ
れ
た
。

市
長
の
考
え
方
は
た
だ
の
課
題
の
先
送

り
だ
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

問　

小
中
一
貫
校
建
設
も
箱
モ
ノ
と
批

判
さ
れ
た
。
な
ら
ば
、
小
学
校
建
設
費
、

中
学
校
建
設
費
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か

か
る
の
か
。
仮
設
校
舎
は
法
的
に
３
年

以
上
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

そ
の
質
問
は
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。
小

学
校
は
答
え
ら
れ
な
い
。
中
学
校
は
急

に
聞
か
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。
法
的
な

こ
と
は
私
は
わ
か
ら
な
い
。

意
見　

そ
れ
に
も
わ
か
ら
ず
、
87
億
円

が
高
い
と
言
わ
れ
た
。

※
掲
載
の
答
弁
は
市
長
で
す
。

所
信
表
明
に
つ
い
て

問　

部
長
等
の
答
弁
か
ら
公
約
の
問
題

等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
実
現
を
目
指
す
の
か
？

答　

部
長
等
の
答
弁
は
、
全
て
黒
田
市

政
に
お
け

る
認
識
で

あ
っ
て
、

今
は
大
き

く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

問　

藤
井

水
道
局
長

の
答
弁
は
誤
っ
て
い
る
の
か
？

答　

正
し
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

意
見　

自
分
の
所
信
表
明
に
対
す
る
質

問
に
も
拘
ら
ず
、
私
が
質
問
し
て
い
な

い
答
弁
も
あ
り
何
を
言
い
た
い
の
か
分

か
ら
な
い
。
庁
内
不
一
致
も
あ
る
と
こ

ろ
、
市
長
が
替
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
市

政
運
営
の
事
実
や
社
会
一
般
の
認
識
ま

で
変
わ
る
と
い
う
の
は
乱
暴
な
答
弁
で

あ
る
。

そ
の
他

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
の
住
宅
に

対
す
る
補
助
制
度
。

所
信
表
明
に
つ
い
て

�

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
　
ほ
か

市役所（本庁舎）

山本市長の所信表明（11月広報）



かたの市議会だより（4）

一般質問（令和４年第３回議会定例会）

問　

市
長
は
所
信
表
明
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

私
自
身
、
公
共
交
通
の
充
実
に
は
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
以
前
よ
り
市
に
対

し
て
は
、
様
々
な
提
案
を
し
て
き
た
。

そ
う
言
っ
た
意
味
で
市
長
と
は
思
い
は

同
じ
と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
が
主
体
と
な
っ

て
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
技

術
的
に
も
財
源
面
を
考
え
て
も
限
界
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
既
に
運
行

さ
れ
て
い
る
京
阪
バ
ス
と
連
携
し
今
の

路
線
バ
ス
を

充
実
す
る
こ

と
が
大
事
と

考
え
る
が
市

長
の
考
え
は
。

答　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス

に
は
、
そ
も

そ
も
定
義
が

な
い
。
従
来

通
り
京
阪
バ

ス
と
連
携
を

と
り
路
線
の

充
実
を
図
っ

て
い
く
。
た

だ
、
京
阪
バ

ス
が
走
れ
な

い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、

市
独
自
で
何
ら
か
の
対
策
を
考
え
て
い

く
。市

長
の
机
な
ど
の
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
の
売
却
に
つ
い
て

問　

歴
代
の
市
長
が
汗
水
流
し
て
し
ん

ど
い
思
い
を
し
て
市
政
を
運
営
し
て
き

た
市
長
公
室
の
机
を
売
ろ
う
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
を
売
っ
て
い
る

の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
市
長

は
新
た
に
机
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

落
札
に
つ
い
て
は
一
定
金
額
を
設

定
し
て
い
る
。
次
の
市
長
に
つ
い
て
は
、

次
の
市
長
が
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

意
見　

早
急
に
売
却
を
止
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

そ
の
他

市
長
と
旧
統
一
教
会
関
連
団
体
と
の
関

係
に
つ
い
て
。

会
派
無
所
属�

松
村　

紘
子

市
民
ク
ラ
ブ

野口　陽輔

久保田　哲

会
派
無
所
属�

片
岡　

弘
子

教
育
、
子
育
て
に
つ
い
て

問　

一
中
校
区
の
子
供
た
ち
の
思
い
や

地
域
の
方
々
の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

一
中
校
区
の
学
校
整
備
に
つ
い
て

は
選
挙
で
民
意
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

小
中
別
に
整
備
を
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

問　

整
備
予
定
の
小
学
校
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
な
い
場
合
は
、
こ
れ
か
ら
地
域
の

方
々
と
時
間
を
か
け
、
議
論
し
て
つ

く
っ
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
進
め
て
い
る
協
議
調
整
等
も

あ
る
の
で
、今
後
、改
め
て
明
確
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

市
長
の
公
約
で
は
、
多
く
の
時

間
を
要
し
、
そ
の
間
子
供
た
ち
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
は
、
市
長
は
民
意
だ
か
ら

と
平
気
な
の
か
。
今
回
の
一
中
校
区
の

学
校
整
備
で
は
、
子
供
た
ち
の
こ
と
を

考
え
る
と
判
断
す
る
た
め
の
時
間
的
余

裕
は
な
く
、
保
護
者
や
子
供
た
ち
の
声

を
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
現
時
点
で
ど

の
道
を
選
択
す
べ
き
か
判
断
い
た
だ
き

た
い
。

第
一
中
学
校
区
に
お
け
る
学
校

施
設
整
備
に
つ
い
て

問　

統
合
さ
れ
た
小
学
校
は
そ
の
ま
ま
継

続
さ
れ
、
旧
交
野
小
学
校
敷
地
の
新
校
舎

に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

答　

そ
の
通
り
で
す
。

問　

小
中
別
々
に
整
備
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

別
々
に
整
備
す
る
こ
と
で
建
設
費
用

の
軽
減
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
面
積
の
拡
大
、
プ
ー
ル
に
関
す
る
他

の
校
区
と
の
整
合
性
が
取
れ
ま
す
。

問　

小
中
一
貫
教
育
の
扱
い
に
つ
い
て
は
。

答　

一
貫
校
建
設
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

具
体
的
な
建
設
工
程
と
整
備
時
期
に

つ
い
て
は
。

答　

事
業
者
に
契
約
変
更
の
協
議
を
し
て

お
り
そ
の
回
答
を
持
っ
て
明
ら
か
に
し
ま

す
。

要
望　

今
後
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
と

保
護
者
に
対
し
て
説
明
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
求
め
ま
す
。

そ
の
他

地
域
公
共
交
通
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
、

学
校
給
食
の
米
飯
化
、
こ
ど
も
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

�（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
）　
ほ
か

京阪バス
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一般質問（令和４年第３回議会定例会）

る
。資

源
ご
み

の
持
ち
去

り
禁
止
条

例
の
制
定

に
つ
い
て

問　

資
源
ご

み
の
持
ち
去
り
行
為
の
対
策
は
。

答　

職
員
・
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
。

問　

持
ち
去
り
禁
止
条
例
の
制
定
は
。

答　

調
査
検
討
を
進
め
る
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問　

岩
船
小
通
学
路
へ
の
安
全
対
策
は
。

答　

学
校
か
ら
の
要
望
あ
れ
ば
対
応
。

問　

教
育
委
員
の
増
員
は
で
き
る
か
。

答　

条
例
を
制
定
す
れ
ば
５
人
以
上
も
可

能
。災

害
対
策
に
つ
い
て

問　

水
道
事
業
の
健
全
化
は
必
要
と
考
え

る
が
現
状
は
。

答　

令
和
12
年
に
は
自
己
資
金
は
０
に
な

る
見
込
み
。

要
望　

府
か
ら
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
水
道
料
金
の
適
正
化
を
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

ゴ
ル
フ
練
習
場
の
回
数
券
な
ど
は
扱

え
な
い
か
。

答　

事
業
者
と
調
整
し
て
い
く
。

問　

市
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
。

大
阪
維
新
の
会

岡田　伴昌

臼口　誠二

伊﨑　太陽

　

大
阪
維
新
の
会
は
公
共
交
通
に
つ
い

て
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
な
ど
８
点
の

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
細
は
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
事

録
や
本
議
会
の
録
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
施
設
に
つ
い
て

問　

一
中
校
区
の
小
中
一
貫
校
設
置
の
経

緯
は
。

答　

交
野
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画

を
策
定
し
、
交
小
敷
地
に
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
設
置
を
決
定
。

問　

現
計
画
を
や
め
た
場
合
、
新
た
な
学

校
の
開
校
は
い
つ
。

答　

４
年
以
上
を
要
す
る
。

問　

全
国

で
プ
ー
ル

の
な
い
学

校
の
割
合

は
ま
た
そ

の
理
由
は
。

答　

設
置

率
は
52
％
、

民
間
施
設

の
活
用
が

増
え
て
い

答　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ほ
か
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
る

ま
で
の
期
間
は
。

答　

３
年
以
上
は
か
か
る
。

問　

導
入
に
よ
る
影
響
は
。

答　

民
間
事
業
者
の
撤
退
、
財
政
負
担
か

ら
市
財
政
の
悪
化
が
想
定
さ
れ
る
。

要
望　

地
域
の
声
を
聞
き
、
近
隣
自
治

体
や
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
置
き
去
り
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

問　

こ
れ
ま
で
に
置
き
去
り
の
事
案
と
対

応
は
。

答　

発
生
事
例
は
な
く
、
安
全
な
管
理
運

営
を
確
認
。

要
望　

定
期
検
査
な
ど
実
施
し
安
心
で

き
る
施
設
づ
く
り
に
尽
力
を
。

多
胎
児
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

多
胎
児
へ
の
支
援
は
。

答　

保
護
者
に
よ
る
育
児
サ
ー
ク
ル
を
開

催
。

問　

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
は
。

答　

産
後
ケ
ア
事
業
の
延
長
を
実
施
、
実

情
に
応
じ
た
負
担
軽
減
の
支
援
を
検
討
。

要
望　

多
胎
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
多

胎
妊
産
サ
ポ
ー
タ
ー
等
事
業
の
創
設
を
。

そ
の
他

災
害
前
の
対
策
の
強
化
、
情
報
提
供
に
ス

ピ
ー
カ
ー
付
き
公
用
車
を
、
な
ど
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
、
ま
ち
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
　
ほ
か

≪
北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
組
合
と
は
？
≫

　

枚
方
市
・
寝
屋
川
市
・
四
條
畷
市
・
交

野
市
の
４
市
が
、
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
類
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）
の
中
間

処
理
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置

し
た
一
部
事
務
組
合
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
類
は
、
寝
屋
川
市
に
あ
る
北
河

内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
愛
称
：
か

ざ
ぐ
る
ま
）
に
て
圧
縮
梱
包
処
理
さ
れ
、

（
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

を
通
じ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

≪
四
條
畷
市
交
野
市

清
掃
施
設
組
合
と
は
？
≫

　

四
條
畷
市
と
交
野
市
が
、
ご
み
処
理
施

設
の
設
置
や
管
理
・
運
営
に
関
す
る
事
務

を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た

一
部
事
務
組
合
で
す
。
平
成
30
年
２
月
に

四
條
畷
市
か
ら
交
野
市
（
大
字
私
市
）
に

移
転
し
た
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
に
は
、

可
燃
ご
み
を
焼
却
処
理
す
る
熱
回
収
施
設

の
ほ
か
、
粗
大
ご
み
や
資
源
ご
み
（
缶
・

び
ん
）
を
処
理
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
も

併
設
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
議
会
定
例
会
の
議
案
（
８
～

９
ペ
ー
ジ
）
に
関
わ
る
用
語
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
説
明
し
ま
す
。

議
会
キ
ー
ワ
ー
ド

旧交野小学校の現状
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一般質問（令和４年第３回議会定例会）

た
、
い
き
い

き
ラ
ン
ド

プ
ー
ル
は
多

く
の
市
民
が

利
用
し
て
お

り
、
影
響
を

懸
念
す
る
。

問　

計
画
変
更
し
、
小
学
校
と
し
て
新

設
し
た
ら
幾
ら
か
？

答　

他
市
の
例
で
約
40
億
円
。

給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て

問　

全
国
で
83
％
、
大
阪
で
も
86
％
の

自
治
体
が
給
食
費
の
負
担
軽
減
を
実
施

又
は
予
定
し
て
い
る
。
無
償
化
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

今
議
会
で
、
給
食
費
の
３
学
期
無

償
化
の
補
正
予
算
を
提
案
し
た
。
憲
法

で
は
「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
さ
れ
て

お
り
、
国
の
施
策
も
見
据
え
、
段
階
的

な
無
償
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
に
つ
い
て

問　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
を

補
助
す
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
開
始
時
期
は
。

答　

令
和
５
年
度
頃
の
開
始
を
目
指
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
に
つ
い
て

問　

市
域
全
体
の
移
動
手
段
の
充
実
に

日
本
共
産
党

藤田　茉里

北尾　　学

皿海　ふみ

議
会
改
革
の
取
り
組
み

　

交
野
市
議
会
で
は
、
議
会
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
茨
城
県
取
手
市
議
会
と
埼

玉
県
久
喜
市
議
会
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
取
手
市
議
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

技
術
を
始
め
と
し
た
多
く
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
議
会
運
営
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
喜
市
議
会
で
は
、

電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

主
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

の
改
革
の
参
考
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

議
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
意
識
醸
成

に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

10
月
に
開
催
し
た
第
３
回
議
会
定
例

会
で
は
、
委
員
会
（
議
会
運
営
委
員
会
、

常
任
委
員
会
等
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

を
可
能
と
す
る
条
例
・
規
則
の
改
正
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
交
野
市
議
会
で
は
、

す
で
に
全
員
協
議
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
委

員
会
は
議
案
審
議
を
伴
う
た
め
、
よ
り

疑
義
の
生
じ
な
い
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
基
本
は
委
員
会

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

問　

旧
長
宝
寺
小
・
旧
交
野
小
・
一
中

と
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
、
一
人

当
た
り
の
運
動
場
面
積
は
？

答　

旧
長
宝
寺
小
は
55
・
88
㎡
・
旧
交

野
小
は
18
・
36
㎡
・
一
中
は
35
・
15
㎡
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
は
11
・
35
㎡
。

問　

休
み
時
間
等
の
運
動
場
の
使
用
は

ど
う
な
る
？

答　

時
間
帯
で
利
用
場
所
や
学
年
を
決

め
る
こ
と
も
一
つ
の
考
え
方
。

問　

敷
地
内
に
プ
ー
ル
が
な
い
為
、
い

き
い
き
ラ
ン
ド
プ
ー
ル
を
使
用
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
の
考
え

は
？

答　

特
定
校

だ
け
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

を
配
置
し
、

他
は
配
置
し

な
い
の
は
公

教
育
と
し
て

ど
う
か
。
ま

つ
い
て
、
市
長
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

路
線
バ
ス
の
あ
る
地
域
は
継
続
・

改
善
を
め
ざ
し
、
路
線
バ
ス
の
無
い
地

域
は
、
地
域
の
声
を
聞
い
て
移
動
手
段

の
確
保
を
め
ざ
す
。

問　

交
通
不
便
地
区
の
寺
・
神
宮
寺
地

区
巡
回
バ
ス
を
、
東
倉
治
ま
で
延
伸
で

き
な
い
か
。

答　

延
伸
の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

問　

路
線
バ
ス
が
な
い
梅
が
枝
・
郡
津
・

幾
野
な
ど
の
交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

他
市
で
の
取
組
も
参
考
に
、
梅
が

枝
・
郡
津
・
幾
野
を
通
る
巡
回
バ
ス
検

討
を
指
示
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
会
に
つ
い
て

問　

市
長
は
、
民
間
委
託
の
方
向
性
を

一
旦
見
直
す
と
表
明
し
た
。
ど
う
見
直

す
の
か
。

答　

指
導
員
の
担
い
手
不
足
を
う
け
て

民
間
活
力
導
入
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、

ま
ず
は
安
定
的
な
指
導
員
確
保
や
離
職

防
止
の
方
策
が
あ
る
の
で
は
、
と
考
え

る
。
指
導
員
に
は
、
専
門
性
や
経
験
が

必
要
で
あ
り
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
処
遇
改
善
や
課
題
解
決
を
検
討
し

た
い
。

一
中
校
区�

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
は
、

�

小
中
別
々
で
整
備
を
！
　
ほ
か

学校のグラウンド
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重点テーマに係る所管事務調査について

重
点
テ
ー
マ
に
係
る
所
管
事

務
調
査
に
つ
い
て
〈
後
編
〉

総
務
文
教
常
任
委
員
会

―
新
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

都
市
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

―
都
市
計
画
道
路「
天
の
川
磐
船
線
」

沿
道
に
お
け
る
市
有
財
産
の
活
用
に

つ
い
て

　

交
野
市
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

概
ね
１
年
間
か
け
て
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
８
月
10
日
開
催
の
全
員
協

議
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
て
、
こ

の
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報

告
及
び
市
に
対
す
る
提
言
を
行
い
ま
し

た
。

※�

今
回
及
び
過
去
の
調
査
報
告
書
を
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

所
管
事
務
調
査
と
は
？

　

所
管
事
務
調
査
と
は
、
委
員
会
が
所

管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
自
主
的
に
行

う
調
査
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
「
重
点
テ
ー
マ
に
係
る
所
管
事
務
調

査
」
で
は
、
先
進
市
視
察
や
意
見
交
換

会
等
を
積
極
的
に
行
い
、
市
に
対
し
て
、

調
査
内
容
を
踏
ま
え
た
提
言
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
背
景
・
課
題
】

・�

令
和
２
年
に
庁
舎
整
備
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
事
業

費
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
再
考

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
の
動
き

が
見
え
な
い
。

【
市
へ
の
提
言
（
抜
粋
・
要
約
）】

・�

手
法
面
に
お
い
て
は
、
補
助
金
の
活

用
や
発
注
の
方
法
を
含
め
、
説
明
会

等
に
よ
り
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
る
こ
と
。

・�「
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
機
能
」
と

「
市
民
の
利
便
性
の
向
上
」
の
重
要
性

を
再
確
認
し
た
が
、
よ
り
具
体
的
な

議
論
の
た
め
に
予
算
規
模
を
提
示
す

る
こ
と
。

【
議
会
と
し
て
】

・�

全
議
員

で
積
極

的
に
議

論
す
る

場
が
必

要
で
あ

り
、
特

別
委
員

会
の
設

置
等
が

必
要
で

あ
る
。

【
背
景
・
課
題
】

・�

都
市
計
画
道
路
「
天
の
川
磐
船
線
」

の
沿
道
整
備
と
近
隣
の
乙
辺
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
更
新
等
、
一
帯
の
市
有
財

産
の
活
用
が
課
題
で
あ
る
。

【
市
へ
の
提
言
（
抜
粋
・
要
約
）】

・�

事
業
の
進
め
方
と
し
て
、
複
数
部
署

に
ま
た
が
る
事
業
は
、
責
任
者
や
担

当
者
を
明
確
に
決
め
、
担
当
セ
ク

シ
ョ
ン
や
専
門
部
署
を
設
け
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

・�

市
有
財
産
の
活
用
と
し
て
、
し
尿
処

理
施
設
は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ

る
が
、
貴
重
な
市
有
地
活
用
に
際
し
、

市
民
の

こ
と
も

考
え
、

市
民
目

線
で
の

活
用
も

取
り
入

れ
て
い

く
べ
き

だ
と
考

え
る
。

室
に
集
ま
る
こ
と
と
し
、
重
大
な
感
染

症
の
ま
ん
延
や
災
害
等
の
場
合
に
の
み
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
を
活
用
で
き

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
出
席
者
は
、
表
決
や
正
副
委

員
長
の
互
選
に
は
加
わ
れ
な
い
こ
と
と

し
、
質
疑
や
討
論
の
み
参
加
で
き
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
条
件
や
参
加
で
き
る
場
面
に
つ

い
て
は
、
今
後
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

久喜市議会視察の様子



かたの市議会だより（8）

議会で決めたこと

議70号 令和４年度交野市水道事業会計補正予算
（第２号）

水道基本料金の免除に伴う、収入の6,600万円減額及び一般
会計からの繰入金6,750万円増額並びに支出（料金システム
改修等委託料）の1,500万円増額

可決◎ 可決◎

その他の議案

案　件　名 概　要 本会議
結果

議員10号 交野市議会委員会条例の一部を改正する条
例

感染症のまん延や災害の発生等により参集困難な場合に、オンラインに
よる方法を活用した委員会を開催できるようにするもの 可決◎

議員11号 交野市議会会議規則の一部を改正する規則 〃 可決◎

選１号 交野市議会議長の選挙 「友井健二」議員が当選 当選

選２号 交野市議会副議長の選挙 「臼口誠二」議員が当選 当選

議68号 監査委員の選任 「中谷政人」氏の選任 同意◎
※1

交野市議会議会運営委員会の委員の定数 議会運営委員会委員の定数を６名とするもの 決定

交野市議会議会運営委員会の委員の選任 ※2 選任

交野市議会常任委員会の委員の選任 ※2 選任

選３号 北河内４市リサイクル施設組合議会の議員
の選挙 ※2 当選

選４号 四條畷市交野市清掃施設組合議会の議員の
選挙 ※2 当選

議会選出の派遣委員の選任 ※2 選任

議席の変更 議長の選挙に伴い、議席を変更するもの 決定

報10号 令和３年度交野市健全化判断比率の報告 実質赤字額なし、連結実質赤字額なし、実質公債比率8.9%、将来負担
比率55.5% 報告

報11号 令和３年度交野市水道事業会計資金不足比
率の報告 資金剰余額が生じることにより資金不足がなく、資金不足比率なし 報告

報12号 令和３年度交野市下水道事業会計資金不足
比率の報告 資金剰余額が生じることにより資金不足がなく、資金不足比率なし 報告

報13号 専決処分事項報告（和解及び損害賠償の額
の決定） 救急車が相手方の電柱と接触し損傷させた件における示談成立 報告

報14号 専決処分事項報告（和解及び損害賠償の額
の決定）

ごみ収集中に、塵芥車が相手方のダストボックスを回転板に巻き込み損
傷させた件における示談成立

報告

議50号 固定資産評価審査委員会委員の選任 任期満了に伴う「小林文裕」氏の再任 同意◎

議員の派遣 副議長の職にある議員の派遣ほか 決定

議会運営委員会の所管事務調査 閉会中の継続調査の申し出 決定

常任委員会の所管事務調査 閉会中の継続調査の申し出 決定

案　件　名 概　要 委員会
結果

本会議
結果

※案件番号の「議」は議案、「議員」は議員提出議案、「選」は選挙、「報」は報告を意味します。
※結果欄の「継続」は閉会中に継続審査することを意味します。
※結果欄の「◎」は満場一致、「○」は賛成多数を意味します。
※1 地方自治法第117条の除斥の規定により、中谷政人議員は採決に参加していません。
※2 選挙・選任の結果は２ページをご覧ください。

賛否の分かれた案件の議決結果
賛否の状況（○賛成　×反対）

維新 共産 公明 市民 公明

案　　　件　　　名 岡
田
臼
口
伊
﨑
藤
田
北
尾
皿
海
三
浦
中
谷
松
村
片
岡
松
本
野
口
久
保
田
友
井

（議案第69号）令和４年度交野市一般会計補正予算（第６号）に対する修
正案 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

※1

※維新は大阪維新の会、共産は日本共産党、公明は公明党、空欄は会派無所属、市民は市民クラブです。
※1 友井議員は議長として立場上、採決には参加していません。



かたの市議会だより（9）

議会で決めたこと

令和４年３回議会定例会（10月３日～11月１日）

総務文教常任委員会に付託した議案

案　件　名 概　要 委員会
結果

本会議
結果

議49号 専決処分事項報告（交野市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例）

「地方公務員の育児休業等に関する法律」の一部改正に伴う
所要の改正 承認◎ 承認◎

議51号 令和３年度交野市一般会計歳入歳出決算認
定 歳入総額317億1,269万円、歳出総額311億305万円 継続 継続

議54号 令和３年度交野市公共用地先行取得事業特
別会計歳入歳出決算認定 歳入総額２億5,710万４千円、歳出総額２億5,710万４千円 継続 継続

議58号 交野市職員の定年等に関する条例の一部を
改正する条例

「地方公務員法」の一部改正に伴い、職員の定年を引き上げ、
関係諸制度の導入等を行うもの 可決◎ 可決◎

議59号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例等の一部を改正する等の条例 〃 可決◎ 可決◎

議60号 交野市職員の退職手当に関する条例等の一
部を改正する条例 〃 可決◎ 可決◎

議61号 交野市職員の高齢者部分休業に関する条例
の制定 〃 可決◎ 可決◎

議66号 令和４年度交野市一般会計補正予算（第５
号）

歳入歳出それぞれ６億6,253万９千円の増額補正（新型コロ
ナウイルス感染症自宅療養者支援事業ほか）及び債務負担行
為の補正

可決◎ 可決◎

議69号 令和４年度交野市一般会計補正予算（第６
号）

歳入歳出それぞれ５億9,304万７千円の増額補正（電力・ガ
ス・食料品等価格高騰緊急支援給付金ほか）

修正可決
◎

修正可決
◎

令和４年度交野市一般会計補正予算（第６
号）に対する修正案

「学校給食費負担軽減事業」に係る歳出（5,846万７千円）を
削除し、併せて関連する項目を修正するもの 可決○ 可決○

都市環境福祉常任委員会に付託した議案

案　件　名 概　要 委員会
結果

本会議
結果

議52号 令和３年度交野市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定 歳入総額77億8,162万１千円、歳出総額76億75万円 継続 継続

議53号
令和３年度交野市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定

歳入総額61億1,061万円、歳出総額60億88万９千円 継続 継続

議55号 令和３年度交野市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

歳入総額14億6,570万５千円、歳出総額14億188万円 継続 継続

議56号 令和３年度交野市水道事業会計決算認定 総事業収益13億9,835万8,203円、事業費用13億3,932万
616円、純利益5,903万7,587円 認定◎ 認定◎

議57号 令和３年度交野市下水道事業会計決算認定
総事業収益15億4,196万4,008円、事業費用12億7,882万
6,030円、純利益２億6,313万7,978円 認定◎ 認定◎

議62号
交野市自転車等の放置防止に関する条例の
一部を改正する条例

自転車の防犯登録等について、関連法との整合を図るととも
に、現在の時勢に適合するよう改正を行うもの

可決◎ 可決◎

議63号 交野市下水道条例の一部を改正する条例
指定工事店の登録及び更新の申請に係る手数料を新たに徴収
し、既存の排水設備計画審査・工事検査手数料を廃止するも
の

可決◎ 可決◎

議64号 令和３年度交野市下水道事業会計利益積立
金の目的外使用

利益積立金を取り崩し、企業債の償還に要する経費に充てる
もの 可決◎ 可決◎

議65号
令和３年度交野市下水道事業会計未処分利
益剰余金の処分

令和３年度決算における未処分利益剰余金の残高６億9,435
万２千円のうち、２億3,000万円を減債積立金へ、162万２
千円を利益積立金へ、２億3,000万円を建設改良積立金に積
立てするもの

可決◎ 可決◎

議67号
令和４年度交野市水道事業会計補正予算
（第１号）

電気及び修繕材料の値上がりに伴う支出の2,482万９千円増
額、並びに継続費及びたな卸資産の購入限度額の補正 可決◎ 可決◎



都市環境福祉常任委員会総務文教常任委員会

議会運営委員会

議会改革委員会

全員協議会

広報委員会

・新庁舎のあり方について
　＜視察：大阪府和泉市＞

・オンラインによる方法を活用した委員会の開催
　について
・令和4年第3回議会定例会の運営について　ほか

・議会のデジタル化について
＜視察：茨城県取手市、埼玉県久喜市＞
・今期の取組み報告について

・都市計画道路「天の川磐船線」沿道に
　おける市有財産の活用について

・常任委員会所管事務調査報告について
・議会改革委員会の取組み報告について　ほか

・議会だよりの発行について

7月6日、26日、8月9日開催

8月8日、23日、30日、他3日開催

7月13日、19～20日、8月3日、9月7日開催

7月22日、8月1日開催

8月10日、9月14日開催（両日オンライン）

7月11日開催

次回定例会の予定
～議会の傍聴にお越しください～

閉会中（６月30日～10月２日）の主な委員会等活動

11月29日（火）　本会議初日（議案上程）
12月５日（月）　議会運営委員会
12月７日（水）～９日（金）　本会議（一般質問）
12月13日（火）　総務文教常任委員会
12月14日（水）　都市環境福祉常任委員会
12月22日（木）　本会議最終日（委員長報告・採決）
※掲載している議会日程はあくまでも予定であり、変更の可能性があります。


